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１．�はじめに

2014年末にロシアでは特別な連邦法
（FZ-473）が採択され、その中で先行
発展区（территория опережающего 

развития : TOR）を形成するための条件や
メカニズムが規定された。
大まかに言うと、TORというのは数平方

キロメートルから数十平方キロメートルの大
きさのコンパクトな地域であり、そこは地理
的、社会的、経済的、科学・教育的な側面
において、輸出志向の革新的生産活動を
発展させる好条件が整っている地域と理
解されるものである（バクラノフ、2014）。
TORの構造・機能を一般化した模式図

を図１に示す。TOR域内においては、生産
施設や企業の外、住民や社会インフラを含
めて考える必要がある。このようにして定め
られた地域が、実体的な意味での「先行
的社会経済発展区」（略して「先行発展区
（TOR）」）である。
TOR全体は、局地的なレベルでの地域
的社会経済システムと見ることができる（バ
クラノフ、2017）。場合によっては、一つの
TORは複数の別々の区画から構成される
ことがあり、それぞれの区画には一種類ま

たは様々な種類の経済活動部門やインフ
ラ、社会施設が立地する形をとる。その際
も、TORの構造・機能に係る全体的な模
式図は変わることがない。
TORの入居企業（resident）に対して

は、連邦法により、以下のような幅広い優
遇措置が規定されている。

・入居者に対する免税措置　最長10年
・ 利潤税の減税（合計の税負担率は
12.2％を超えない）

・設備・機械に対する関税上の優遇措置
・連邦・地方財政による公共インフラ整備
・インフラ施設への接続における優遇措置
・短期間での書類手続

1 本論文は、ロシア基礎研究基金（RFBR）の助成 No.18.05.80006/18を受けた研究成果の一部である。

先行発展区―太平洋ロシアの
地域発展のための新たなツール―1

ロシア科学アカデミー極東支部太平洋地理学研究所学術顧問
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要　旨
　2014年ロシア連邦政府は、先行発展区の形成といった新たな極東地域の開発手段を導入した。ここで、先行発展区というの
は、（最大数十平方キロメートルの）コンパクトな地域で、そこには経済面、地理面、社会面、インフラ面、科学面、教育面および
環境面で、輸出向けのハイテク最終製品の製造を支える好条件が備わっている地域と理解されるものである。先行発展区に投資
を行う企業は、相当の優遇措置、例えば最長10年間の免税、行政面・通関面での特例措置、公共インフラ整備といった措置を
享受することになる。極東地域に設置された19カ所の先行発展区には、それぞれ特徴付けがなされている。本稿では、先行発展
区に関わる主要な規定、優先経済活動部門、それぞれの先行発展区の形成の際の特徴や発展段階について検討している。先
行発展区の形成に伴って生じる問題についても言及している。

キーワード：ロシア極東地域、経済特区、先行発展区（TOR）
JEL classification: O21, O22, P25, R58

TOR

TOR の主要構成要素
1a：既存の優先的（企業）活動部門、1б：将来的な優先的（企業）活動部門、
2：住民、3：インフラ、 4：社会的分野、5：（他部門への）サービス活動部門、
6：天然資源の要素、7：TOR 領域を取り巻く環境
　　　　　：対外関係・相互作用

図1　先行発展区（TOR）の機能的構造の主要構成要素

出所：著者作成
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3．�TOR「ナデジジンスカヤ」将
来発展計画の策定

2016年に最初に承認されたTORの
1つに、ウラジオストク市郊外の多部門型
TOR「ナデジジンスカヤ」がある。政府は、
すべてのTORに対して一連の計画・設
計図書の策定を義務付けているが、TOR
「ナデジジンスカヤ」においては「プリモル
グラジダンプロエクト」という研究機関がそ
の多くの作業を行った。このTORについ
ての「将来発展計画」という名称の総括
文書は、筆者の指導の下で、ロシア科学
アカデミー極東支部太平洋地理学研究
所の多くの研究者と何人かのプリモルグラ
ジダンプロエクトの専門家が参加して取り
まとめられた。TOR「ナデジジンスカヤ」
の将来発展計画の主な内容は以下のとお
りである。
1） 当該区域および周辺地域の全般的特
徴

2） TOR「ナデジジンスカヤ」形成に係る
主要な前提条件と競争上の利点の評
価

3） TORの承認済みおよび潜在的入居企
業の特徴

4） TOR「ナデジジンスカヤ」の域内にお
ける優先経済活動部門特定の根拠

5） TOR「ナデジジンスカヤ」形成の経済

・ 土地利用および政府による監督におけ
る特別ルール
これらすべての優遇措置は、TORにお
ける投資の魅力を拡大するためのものであ
り、その対象はロシアの投資家のみならず
外国投資家のためでもある。

２．�太平洋ロシアにおけるTORの
設置

現時点において、太平洋ロシアにおい
て18カ所のTORが設置（政府により承
認）されている（図2）。TORはマガダン
州を除く極東のすべての連邦構成主体に
設置されている。最も多いのは、沿海地
方の4カ所で、次いでアムール州、ハバロ
フスク地方、サハリン州に3カ所ずつ、サ
ハ共和国（ヤクーチア）に2カ所、チュコト
自治管区、カムチャツカ地方、ユダヤ自治
州に1カ所ずつある。表1に、特化分野ご
とにTORを分類して示した。これらすべ
てのTORが形成途上にある。とはいえ、
すでにTOR 全体で約250の入居企業、
すなわち意義ある投資プロジェクトを提示
した様々な企業が決まっているのである。

現在、インフラ施設の建設と入居企業によ
る主要事業施設の建設が同時に進んで
いる。

1．TOR「ナデジジンスカヤ」、2．TOR「ミハイロフスカヤ」、3．TOR「ボリショイ・カメニ」、4．TOR「ハバロフスク」、
5．TOR「コムソモリスク」、6．TOR「ニコラエフスク」、7．TOR「プリアムールスカヤ」、8．TOR「ベロゴルスカヤ」、
9．TOR「アムール・ヒンガンスカヤ」、10．TOR「ゴルヌイ・ボズドフ」、11．TOR「ユジナヤ」、
12．工業団地（IP）「カンガラッスィ」、13．TOR「ユジナヤ・ヤクーチア」、14．TOR「カムチャツカ」、
15．TOR「ベリンゴフスカヤ」、16．TOR「ネフテヒミーチェスカヤ」、17．TOR「スボボドヌイ」

図2�　極東に設置済みの先行発展区（TOR）

出所：ボルコフ他（2018）に基づき太平洋地理学研究所が作成

表1　特化分野に基づくTORの分類

多部門型のTOR
天然資源の採取 農　業 製造業

・アムール・ヒンガンスカヤ
　（ユダヤ自治州）
・クリル
　（サハリン州）

・ベロゴルスカヤ
　（アムール州）
・プリアムールスカヤ
　（アムール州）
・ユジナヤ（サハリン州）
・カムチャツカ
　（カムチャツカ地方）

・ナデジジンスカヤ
　（沿海地方）
・カンガラッスィ
　（サハ共和国）
・ハバロフスク
　（ハバロフスク地方）
・コムソモリスク
　（ハバロフスク地方）
・ニコラエフスク
　（ハバロフスク地方）

少数部門型のTOR
天然資源の採取 農　業 レクリエーション・観光 製造業
・ベリンゴフスカヤ
　 （チュコト自治管区）
・ ユジナヤ・ヤクー
チア

・ミハイロフスカヤ
　（沿海地方）

・ゴルヌイ・ボズドフ
　（サハリン州）

・ボリショイ・カメニ
　（沿海地方）
・ 東部石油化学基地
　（沿海地方）
・スボボドヌイ
　（アムール州）

出所：著者作成
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を基本とした。
1． TOR「ナデジジンスカヤ」の形成はウ
ラジオストク市の発展と緊密に結びつ
いていなければならない。さらに、当該
TORの形成は、ウラジオストク大都市圏
（図3）発展の重要な1段階かつ一環
でもある。

2． 当該 TORの形成を、一連の新規投
資案件を域内に取り込むことを通じた、
その地域の社会経済システムの発展と
してとらえること。このことの評価、指
数化のため、我々が開発したこうした
評価のための一般的アルゴリズム（図
4）を利用した。
図4において、「投資案件」とあるのは、

特定の個別投資案件を指しており、通常、
当該TORにおける優先経済活動部門に
係るものである。それは、新規設立企業
の形をとって実施される。この企業のため、
原料調達市場や製品・サービス供給先市
場などの空間構造が検討される。そして
この構造が、形成されつつあるTORの
構造に組み込まれるのである。
将来的な発展計画では、沿海地方お

よびウラジオストク大都市圏の詳細な経済
社会的特性が示されているが、TOR「ナ
デジジンスカヤ」ならびにそこでの投資案
件はまさにこれらの地域の中に取り込まれ
ることになるのである。TOR「ナデジジン
スカヤ」が立地する地域の経済地理的お
よび交通地理的な独特の位置づけの評
価が行われ、この地域が主要な鉄道、海
上輸送路、道路輸送、航空輸送拠点の
結節点にあることが示された。また、複数
の主要港湾のほか、中国や北朝鮮への
越境地点からも近い（200㎞未満にある）。
さらに、TOR「ナデジジンスカヤ」自体が
海に面してもいる。比類なき地理的な位
置が、アジア太平洋地域におけるロシア
の戦略的・経済的利益実現にあたっての
沿海地方南部の特別な役割を規定してい
る。TOR「ナデジジンスカヤ」の重要な長
所の1つは、国際交通体系におけるその
位置である（図5）。
問題点としては、当該TOR 域内のイ

ンフラ整備状況が不十分であること、また、
（近傍のウラジオストク市、アルチョム市、
ナデジジンスキー地区に一定の労働力が
あるにも関わらず）労働力が不足する恐れ

7）主要結論
TOR「ナデジジンスカヤ」将来発展計

画の策定にあたり、我々は次の2つの原則

的有効性に関する総合的評価
6） TORの社会インフラを含む空間的発
展の将来展望の評価

1．業務中心（旧市街）、2．発展の第 1 段階における「新市街」の工業・住宅地区、
3．発展の第 2 段階における「新市街」の工業・住宅地区、4．水資源保全地区、5．娯楽地区、
6．大都市圏における 2 次的中心の影響圏、7. （計画的）自然公園地区、8. 水資源保全機能を有した森林地区、
9．ウラジオストク大都市圏の辺縁部（ダーチャ、農業地区など）
黒・実線：鉄道、黒・点線：推奨される鉄道、赤・実線：道路、赤点・線：推奨される道路
水色塗りつぶしに斜線部分：研究教育機能

図3　ウラジオストク大都市圏の領域・水域の機能的地域区分

出所：太平洋地理学研究所

　　投資案件　→　 投資案件の空間構造　　　→　　　TOR　　　　⇒　　経済・社会・環境分野に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おける有効性の評価

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．主要な生産活動、2．住民、3．インフラ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　4．社会分野、5．（他部門への）サービス、
　　　　　　　　　　　　　　　　　6．自然資源をはじめとする環境

図4　投資案件をTORに取り込むことの評価スキーム

出所：バクラノフ（2016）

図5�　ウラジオストクおよびTOR「ナデジジンスカヤ」の国際交通体系における位置

出所：極東海運研究所（FEMRI）提供
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があることが指摘されている。
将来的な発展計画のうち、TORにおけ

る優先経済活動部門特定の根拠を示し
た部分は最も重要である。この目的のた
め、我々は極東地域、沿海地方、ウラジ
オストク市および同大都市圏にかかる既存
の長期発展プログラムを分析した。その
他、ロシア科学アカデミー極東支部の各
研究所、極東連邦大学ほかの研究機関
による革新的な検討成果も考慮した。こ
れらに基づき、TORにおける優先経済活
動部門を暫定的に特定した。その後、こ
れら各部門の主な発展要因ならびに潜在
的な域内・国際市場の評価を行った（表
2）。
多くの優先経済活動部門に関しては、

アジア太平洋地域を中心としつつ、世界
市場の評価を行った（ラーリン編、2017）。

表2　TOR「ナデジジンスカヤ」の優先経済活動部門とその発展要因

優先経済活動部門の発展に有利な要因
自然・資源面の
潜在力

科学・技術面の
潜在力

周辺の経済活
動との協働 専門家の有無 地元市場志向

（輸入代替）
国際関係、
特に輸出志向

優 

先 

経 

済 

活 

動 

部 

門

建設資材の生産 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

食品工業、特に水産加工 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

軽工業（特に作業着） － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ －

輸送・ロジスティクス ＋（立地） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

海洋関連設備製造、特に水中ロボット製造 － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

養殖用設備（特に、一体型設備） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

火力発電所（ガス火力） ＋ ＋（ガス） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ －

深水港 ＋ ＋ ＋ － ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

自動車工場（ウラジオストク） ＋（立地） ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

出所：筆者作成
注： （－）要因の役割が存在しない。（＋）要因の役割が存在する。（＋＋）要因の役割が著しい。

表3　TOR「ナデジジンスカヤ」の優先的な大規模潜在的入居企業

№ 潜在的入居企業 投資額（10億ルーブル） 雇用者数（人）
1 大規模輸送・物流センター 4.5 1,550
2 水中ロボット設計・製造クラスター 65 1,500
3 自動車組立「ソラーズ」社 40 3,000
4 電気自動車製造企業 35 2,500
5 一体型養殖用設備製造企業 15 1,200
6 バイオテクノロジーパーク（クラスター型） 15 950
7 住宅用構造材製造企業 3.2 420
8 製薬企業 25 900
9 菓子製造企業 16 800
10 大深水港湾 150 500
11 小麦粉・パン類製品・同半製品製造クラスター 20 1,500

合計 388.7 14,820

出所：筆者作成

図6　空間的発展および交通インフラ構築のスキーム

出所：プリモルグラジダンプロエクトおよび太平洋地理学研究所作成

黄・黒・赤線：連邦道路（改修）、黒・二重線：地方・自治体級道路（既存）、
黒・赤線：地方・自治体級道路（計画）、黄・黒線：地方・自治体級道路（改修）、
黒・点線：鉄道（既存）、赤・点線：鉄道（計画）

［1］ ［2］ ［3］ ［4］
［5］
［6］
［7］

合計

自動車道路建設

額（100万ルーブル） 723 746 574 895 689 3627

長さ（㎞） 6.3 6.5 5.0 7.8 6.0 31.6

鉄　道　建　設

額（100万ルーブル） 550 190 600 675 300 2315

長さ（㎞） 11.0 3.8 12.0 7.5 6.0 40.3
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全体として、予測値をまとめてみると、
当該 TORが高い有効性を持つ可能性
が示されたといえる。例えば、インフラ投
資1ルーブルあたり、最大15ルーブルの民
間投資を誘致することができる。入居者
の投資回収期間は7～8年程度となりうる。
合計で6万人の雇用が生まれるが、その
一部は最新の革新的技術を用いた産業
活動である。
以上のように、将来発展計画では、

TOR「ナデジジンスカヤ」が、ウラジオスト
ク大都市圏にとっても、また沿海地方全体
にとっても、高い社会経済的意義を持つこ
とが示された。
2019年初頭時点において、TOR「ナ

デジジンスカヤ」では、43社が入居企業
の資格を得ており、合計で4300人の雇用
創出と300億ルーブル以上の投資を計画
している。すでに（計画準備段階が終わ
り）実施段階にある企業として、プラスチッ
ク製品生産の「エブロプラスト」、住宅用
部材製造の「イノバティカ」、水産加工の
「ルースキー・ミンタイ」、菓子・パン類製品
製造の「プリムコン」などがある。

4．おわりに

極東のTOR 全体に関して、我々は
TOR形成・発展に伴う主要な問題を摘出
した（表4）。
極東のTOR 形成の全体管理は、株

式会社極東開発公社、ならびに極東発
展省が担っている。
将来的には、陸上・海上の天然資源

の高度加工に関わる産業などの新たな
TORが形成される可能性がある。その
際、初期のTOR 形成の経験を活かす
必要があり、そうした経験の一つとして将
来発展計画策定も含まれる。

[ロシア語原稿をERINAにて翻訳 ]

これらの結果として、TOR「ナデジジンス
カヤ」において推奨される優先経済活動
部門が提示された（表3）。
これら入居者の立地ならびに社会的な
インフラの整備のため、我々は7カ所の区
画を特定した（図6）。
将来発展計画の中で最も重要な章は、
TOR発展の各段階の予測評価および経
済的有効性の評価にかかるものである。

発展段階は3段階に分け、第1段階は
2016～2018年、第2段階は2019～2028
年、第3段階は2029～2035年およびそれ
以降とした。
これらの各段階について、経済活動部
門ごとの入居者数、投資額、雇用者数、
想定されうる財政資金投入額、納税額の
予測を行った（図7）。また、インフラ投資
および社会的経費の所要額も見積もった。

　　　　第 1 段階　　　　　  第 2 段階　　　　　　　　　 第 3 段階
　赤線：入居者数、青棒グラフ：連邦財政によるインフラ投資（100 万ルーブル）、
　赤棒グラフ：地方財政によるインフラ投資（100 万ルーブル）

図7　TOR「ナデジジンスカヤ」の発展段階

出所：太平洋地理学研究所およびプリモルグラジダンプロエクト作成

表4　極東でのTOR形成における主要な問題

負の影響

TOR域内 地域内
（地方、州）

主 

要 

な 

問 

題

1．TORの優遇措置による課税ベースの縮小 － ＋
2．根拠に基づかない優先経済活動部門の指定 ＋ ＋
3．TOR以前の既存企業と新規企業の競争関係 . – +
4．TOR域内での非優先活動企業（入居企業）の設立  + –
5．連邦・地方財政によるインフラ整備計画の未遂 + –
6．入居企業による稼働開始期限（および活動部門）の違反 + +
7．社会分野の発展度合の遅れ + +

出所：筆者作成
注： （＋）問題がある。（－）問題がない。
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